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マウス腹水
↓

50%硫安沈殿画分
↓

透析 (PBS)
↓

1.5 M Glycine/3 M NaCl (pH 9.0) 
またはPBS にて3倍希釈

↓
アフィニティゲルに添加（スピンカラム）

↓
振とう（2時間）

↓
洗浄 (結合buffer)

↓
0.1 M Glycine-HCl (pH 2.8) にて溶出

（1 M Tris を添加して中和）
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Ab-Capcher を用いた
マウスモノクローナルIgG1の精製（1）

マウス腹水を硫安分画して50%硫安沈殿画分をPBSあるいはpH 9のbufferで希釈し、Ab-

Capcher または市販プロテインGゲルに添加し結合させた。Ab-Capcher はPBS中でプロテイン
Gゲルの約5倍のマウスIgG1結合量を示した。結合bufferをpH 9にすることで、Ab-Capcherの
マウスIgG1収量はPBSの約2倍に増大した。

pH 9 bufferを使用した精製ではマウスモノクローナル抗体の収量を上げることができるが、マ
ウスIgG1の溶出が遅れるので注意が必要である。

ゲルろ過HPLC
サンプル：IgG1溶出画分10μl
分析カラム：G3000SWXL
buffer：35 mM Na-Pi, 0.5 M NaCl, pH 7.0
流速：0.5 ml/min
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精製の流れ

各種条件で精製したIgG1画分の分析

SDS-PAGE
サンプル：IgG1溶出画分1μl
ゲル：12.5 % (Tris-Glycine)
染色：CBB

各種条件下でのマウスIgG1結合量
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溶出プロファイル
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IgG1溶出量測定（A280）
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